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1 は じ め に

小麦の生産拡大を図るうえで加工適性の高い高品

質小麦生産が重要である。ネパリゴシはナンブコムギ

よリタンパク質含有量が低いので、減数分裂期 N成分

0 2kg/aの追肥によリタンパク質含有量を高める栽培

技術がとられている。ゆしかし、生育過剰な場合は、

追肥を行うことにより未熟粒の発生や倒伏のため品

質や収量の低下を招く懸念がある。そこで、葉緑素計

(SPAD)を 活用した簡易な葉色診断法を用い、品質向

上が図られる適切な追肥技術を検討した。

2試 験 方 法

(1)試験年次 2000年

(2)供試品種 ネバリゴシ
(3)試験場所 山形県立農業試験場

転換 2年目の畑地化ほ場

(細粒灰色低地土)

(4)試験区の窒素施肥量

基肥窒素量は lkg/a、 1 6kg/aと した。追肥は融雪

期に 04,06,0 7kg/a減 数分裂期に 0 2kg/a、 穂揃

期に 0 2kg/aと し、融雪期追肥は 4月 2日 に行い、

硫安、尿素、LP40を用いてその他の追肥には硫安の

みを使用した。施肥室素総量は各区 14～ 1 8kg/a

となるように行った。(表 1)

(5)播種様式、播種量及び播種期

条間 30cmド リル播種、播種量 1 0kg/a、

播種期 9月 28日

(6)葉色測定方法

調査区は窒素追肥体系の異なる 9区とし、調査時

期は出穂期の 16日前、8日 前、2日 後の 3回とした。

調査部位は葉緑素計 (SPAD)を用いて完全展開葉と

完全展開葉の次葉において、 1区につき葉身の中央

部分を 20ヶ所測定した。なお、出穂期 8日前には止

葉が完全展開していたため、以降の測定は止葉とそ

の次葉で行った。

3 試験結果及び考察

(1)生育概況

越冬前の生育は草丈が長く、茎数が多いやや過剰生

育となった。根雪期間は 88日で平年より 18日長かつ

たが、雪腐病の発生は少なく、融雪後の生育も過剰に

経過した。

4月 初旬から降水量が少なく干ばつ傾向が続いたた

め、5月 1日 に潅水を行った。出穂期は 5月 16日 であ

り、成熟期は 6月 29日であつた。倒伏については倒

伏始期に差が見られたものの最終的に倒伏程度は 18

～35であった。収量は 611～ 69 5kg/aで あった。千

粒重は規格外となった区以外は 330～ 349gであった。

外観品質は倒伏のために青未熟が見られ、格下げ理由

のほとんどが充実不足であつた。〈表 1)

(2)葉色と原粒粗蛋自質合量との相関

完全展開葉及び上葉の葉色と原粒粗蛋自質含量との

関係は生育ステージが進むほど相関が高くなり、出穂

期 2日後では有意水準 1%で有意であった。(表 2)完

全展開葉の次葉では減数分裂期にあたる出穂期 8日 前

に最も相関が高くなり、有意水準 1%で有意であつた。

(表 2)

ネパリゴシの栽培において、原粒粗蛋自質含量を高

めるためには 0 2kg/aの減数分裂期追肥が必要
Dな こ

とから、出穂期 8日 前頃 (減数分裂期)において次葉

での葉色を測定して追肥対応をおこなう方法が最も

良いと考えられる。

(3)減数分裂期の適正迫肥量

減数分裂期の葉色 (SPD値)と原粒粗蛋自質含

量及び険査等級との関係をみると、葉色が SPAD値 46

以上では2等が多くなり、48以上では規格外になった。

(図 1)
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また、原粒粗蛋自質含量からは、12%以下は一等、

12%～ 13%では等級内に収まっており、13%以上になる

と規格外となる危険がある。 (図 1)              14
減数分裂期に葉色が濃い (SPD値 46以上)場合     原
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減数分裂期葉色診断での結果が SPAD値 46以上の場      自
合は品質低下を防止するため追肥を中止する。
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ネバリゴシの栽培において高品質と高蛋自を両立

させるためには、葉緑素計 (SPAD)を用いて減数分

裂期の葉色診断を行い、その結果 SPD値が 46を超

える場合は0 2kg/aの追肥を中止する。
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p 79-80

表 1 各区の追肥条件、検査等級及び格付理由
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図1減数分裂期の葉色と
原粒粗蛋自含量の関係

注)図中の○～Xは
検査等級 1等～規格外に対応

追肥条件
     (控 』t挙) 

格付理由

融雪期追肥           2下     充実不足
融雪、減数分裂期追肥 (慣行) 2上    充実不足
融雪、減数分裂、穂季期追肥  1中
融雪期追肥 (一部尿素)    規格外   充実不足
融雪期追肥 (尿素)       1中
融雪期追肥 (LP40)      1中
融雪期追肥 (一部LP40)    2中    充実不足
全量基肥 (LP40)       2上   充実、光沢不足
全量基肥 (一部LP40)     2下    充実不足

表 2 葉色 (SPAD値)と原粒粗蛋自質含量との相関係数
出穂期 16日前  出穂期8日 前   出穂期2日後

尋亀抒
弓亀
『
  
止葉  次葉   止葉  次葉

0 46   0 67     0 69  0 89*'   0 82*'  0_64

注)n=7
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